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	製品レンジ
	土壌散布方法
	① ダイヤモンドの推奨施用量は、希釈倍率基準でなく単位面積あたりの投下量（250ml/10a）が基準となります。
	② ダイヤモンド希釈液単独または、耕起前の非選択性除草剤または播種直後の土壌処理剤散布時に、ダイヤモンドを混用しブームスプレイヤーにて土壌散布します。
	③ 殆どの除草剤・土壌処理剤と混用可能*です。
	*ただし、ダイヤモンドと農薬を初めてタンク内で混合する前に、ボトルテストを行う事を推奨します。
	出芽初期の除草剤と混用される際は、弊社の技術者にご相談ください。
	除草剤・土壌処理剤とのボトルテスト
	① ダイヤモンド製品液体少量をボトルに入れ、同倍率もしくは低倍率で混用する農薬との適合性を確認します。
	② ボトル内に容積60%の水を入れてください。
	③ ボトルを振ってください。
	④ 薬剤（薬剤の希釈倍率）を入れて、再度ボトルを振ってください。
	⑤ ボトル内の溶液を確認。溶液中に物理的・化学的な反応（沈殿・凝集）がないことを確認します。
	希釈水量の例

